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地
球
環
境
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
課
題
は
、

多
様
化
、
複
雑
化
し
、
さ
ら
に
緊
急
性
も
増
し
て

い
る
。
一
方
、
コ
ロ
ナ
後
を
睨に
ら

み
、
世
界
経
済
が

同
時
に
動
き
だ
し
た
。「
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
」

―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど

未
来
の
あ
る
べ
き
姿
へ
の
胎
動
が
世
界
レ
ベ
ル
で

具
現
化
に
向
け
て
本
格
化
す
る
中
、
中
小
企
業
に

お
い
て
は
持
続
可
能
な
事
業
活
動
を
ど
の
よ
う
に

志
向
し
、
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
か
？

　

こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
視
点
で
「
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
経
営
戦
略
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
を
目
指
せ

　
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
早

晩
開
発
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
気
候
変
動
に

は
ワ
ク
チ
ン
は
な
い
」。
こ
れ
は
、
2
0
2
1
年

5
月
、「
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
」
政
策
を
打
ち

出
し
た
欧
州
議
会
で
の
ウ
ル
ズ
ラ
・
フ
ォ
ン
・
デ

ア
・
ラ
イ
エ
ン
欧
州
委
員
会
委
員
長
の
演
説
の
一

節
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
で
揺
れ
る
世
界
経
済
、
た
だ
し
、
こ
の

世
界
共
通
の
危
機
の
裏
側
に
は
、「
気
候
危
機
」

と
い
う
世
界
共
通
の
長
く
険
し
い
さ
ら
に
ハ
ー
ド

ル
の
高
い
共
通
の
危
機
が
あ
り
、
こ
の
危
機
を
乗

り
越
え
る
こ
と
は
、
今
日
的
な
危
機
を
乗
り
越
え

る
こ
と
の
重
要
性
以
外
に
、
将
来
に
向
け
た
世
代

を
超
え
た
人
類
共
通
の
覚
悟
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
日
本
で
は
気
候
変
動
を
は
じ
め
と
し
た

地
球
環
境
問
題
は
2
0
2
1
年
10
月
衆
院
選
の
争

点
に
も
な
ら
な
か
っ
た
が
、
国
民
目
線
で
は
15
年

に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
リ
協
定
に
つ

い
て
は
、
近
時
の
異
常
気
象
や
気
候
災
害
に
関
す

る
国
内
外
で
の
報
道
の
事
実
も
あ
っ
て
、
近
時
、

実
感
と
し
て
そ
の
危
機
感
を
受
け
止
め
、
特
に
将

来
を
担
う
Z
世
代
と
呼
ば
れ
る
若
者
世
代
に
お
い

て
そ
の
関
心
は
徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
わ
が
国
で
は
、
20
年
10
月
、
菅
首
相

（
当
時
）
が
唐
突
で
は
あ
る
が
「
2
0
5
0
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
を
発
し
、
21
年
4

月
に
は
、
そ
の
道
程
に
あ
た
る
30
年
ま
で
に
二
酸

化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
以
下
「
Ｃ
Ｏ

２
」
と
い
う
）
排
出
量
を
13
年
度
比
で
46
％
の
削

減
を
目
指
す
と
の
将
来
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
目
標
設
定
に
合
わ
せ
て
第
6
次
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
本
計
画
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
、
パ
リ
協

定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
計
画
な
ど
、

国
の
重
要
な
長
期
計
画
も
短
期
間
に
見
直
さ
れ
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
日
本
に
お
い
て
は
、
短
期
的
な

経
済
の
回
復
の
議
論
が
優
先
し
、
長
期
的
な
リ
ス

ク
で
あ
り
、
事
業
機
会
と
も
な
り
う
る
こ
う
し
た
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事
実
は
十
分
に
知
ら
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
コ
ロ

ナ
後
の
「
元
の
世
界
（
無
尽
蔵
に
成
長
を
求
め
る

経
済
の
姿
）」
を
求
め
る
声
の
み
が
こ
だ
ま
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

改
め
て
コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
の
出
口
が
見
え
隠
れ

す
る
中
、
持
続
可
能
な
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
」
や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
な
ど
の
達
成
に
向
け
た
新

た
な
経
済
復
興
、
い
わ
ゆ
る
「
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ

リ
ー
」
に
向
け
て
今
一
度
、
力
強
い
歩
み
を
始
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
申
し
上
げ
た
い
。

　

短
期
的
な
物
見
や
意
思
決
定
を
優
先
す
る
の
で

は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
で
「
地
球
環
境
問
題
」

に
効
く
「
ワ
ク
チ
ン
」
探
し
、
つ
ま
り
社
会
課
題

解
決
に
向
か
う
ビ
ジ
ネ
ス
志
向
を
持
つ
こ
と
が
、

コ
ロ
ナ
後
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
の
機
会
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
現
に
向
け
た
ビ
ジ
ネ
ス
潮
流

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
世
界
経
済
は
、
長
期

的
な
景
気
後
退
に
よ
り
、
企
業
倒
産
の
急
増
や
、

国
間
で
の
人
や
物
資
の
移
動
規
制
に
よ
る
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
長
期
的
混
乱
な
ど
極
め
て
厳
し
い

環
境
に
陥
り
、
2
0
2
0
年
度
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

の
全
世
界
で
の
排
出
量
は
、
前
年
比
1
桁
後
半
か

ら
30
％
近
く
の
大
幅
な
減
少
と
の
報
告
も
あ
っ
た
。

　

残
念
な
が
ら
、
昨
今
は
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束
を

見
届
け
な
い
ま
ま
、
世
界
的
に
経
済
重
視
に
軸
足

が
移
行
し
、
そ
う
し
た
事
実
の
検
証
は
論
を
待
た

ず
、
経
済
復
興
に
向
け
、
一
部
先
進
国
に
お
い
て

は
、
ま
た
ぞ
ろ
石
油
資
源
の
増
産
を
求
め
る
ま
で

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
う
し
た
激
動
の
中
に
あ
っ
て
も
、「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
目
標
達
成

に
向
け
た
移
行
は
、
先
進
国
、
途
上
国
い
ず
れ
に

と
っ
て
も
共
通
の
世
界
的
目
標
で
あ
り
、
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
志
向
型
の
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
潮
流
が

本
格
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
を
追
求
す
る
新
し
い
価
値

行
動
の
一
つ
が
「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」
だ
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
は
、
企
業
の
経
営
評
価
を
従
来
の

財
務
情
報
だ
け
で
な
く
、
環
境
（E

nviron-
m
ent

）・
社
会
（S

ocial

）・
ガ
バ
ナ
ン
ス
（G

ov-
ernance

）
要
素
も
考
慮
し
た
投
資
の
こ
と
を
指

し
、
企
業
経
営
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
優
れ
て

い
る
と
の
評
価
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
世
界
的
に

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
算
定
・
公
開
が
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
原
材
料
調
達
・
製
造
・
物
流
・
販
売
・

廃
棄
な
ど
、
一
連
の
流
れ
全
体
か
ら
発
生
す
る
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
こ
と
で
、
自
社
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
1
、

2
）
の
み
な
ら
ず
上
下
流
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

領
域
（
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
3
）
を
含
む
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
把
握
し
公
開
す
る
も
の
だ
。

　

特
に
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
3
の
領
域
で
は
、
自
社
の

購
入
し
た
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
上
下
流
で
の
物
流

に
要
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
量
な
ど
の
計
算
に
お
い

て
取
引
先
企
業
か
ら
直
接
入
手
す
る
方
法
の
ほ
か
、

情
報
入
手
が
困
難
な
場
合
に
は
、
外
部
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
よ
る
原
単
位
を
用
い
て
算
定
す
る
方
法
の

2
種
類
が
あ
る
。

　

公
開
さ
れ
て
い
る
原
単
位
に
活
動
量
を
か
け
る

こ
と
で
も
よ
い
の
だ
が
、
少
し
で
も
排
出
量
の
少

な
い
デ
ー
タ
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
下
流
側
企
業

か
ら
上
流
側
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
へ
の
デ
ー
タ
要
求

が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
上
流
側
に
お
い
て
は
こ

う
し
た
デ
ー
タ
要
求
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
と
こ

ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
対
応
の
動
き
は
、

「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
だ
。

　
「
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
は
、
E
U
が

15
年
12
月
に
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
公
表
し
た

概
念
で
、「
循
環
経
済
」
と
も
呼
ぶ
。

　

製
品
、
素
材
、
資
源
の
価
値
を
可
能
な
限
り
長

く
保
全
・
維
持
し
、
廃
棄
物
の
発
生
を
最
小
限
化

す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
を
意
味
し
、
従
来
の
3
R
対

応
と
い
っ
た
環
境
政
策
と
は
違
っ
た
「
新
た
な
ビ

　
「
気
候
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス

（T
ask F

orce on C
lim
ate-related F

inancial 

D
isclosures

）：
T
C
F
D
」
の
最
終
報
告
書
に

基
づ
く
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
戦
略
」「
リ
ス
ク
管

理
」「
指
標
と
目
標
」
に
関
し
て
の
情
報
開
示
な

ど
に
よ
り
、
企
業
と
し
て
「
機
会
」
と
「
リ
ス

ク
」
の
両
側
面
で
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
の
評
価

が
行
わ
れ
る
。

　

評
価
の
対
象
は
、
当
該
企
業
内
部
の
行
動
に
と

ど
ま
ら
ず
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成
す
る
す

べ
て
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
、
つ
ま
り
中
小
企
業
に
お
い

て
も
対
応
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

例
え
ば
、
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
企
業
に
お
け
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ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
と
し

て
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
乏
し
い
日
本
に
お

い
て
対
応
が
急
が
れ
る
。

　

具
体
的
な
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
と
し
て
は
、
①

サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
型
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
バ

イ
オ
素
材
・
再
生
材
導

入
等
）、
②
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
（
使
用
・
ア
ク
セ

ス
・
所
有
の
協
働
モ
デ

ル
を
通
じ
た
使
用
率
の

向
上
）、
③
Ｐ
ａ
ａ
Ｓ

（
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の

製
品
：P

roduct as a 

S
ervice

〈
資
源
生
産

性
を
高
め
る
た
め
に
、

生
産
者
が
製
品
を
保
有

の
共
通
言
語
と
し
て
求
め
ら
れ
る
こ
と
だ
。

　

中
小
企
業
に
お
い
て
も
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
潮

流
を
、
受
け
身
で
な
く
、
未
来
を
志
向
し
、
前
の

め
り
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
を
志
向
し
た
経
営
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信

し
て
い
る
。

中
小
企
業
に
お
け
る

「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
」の
ス
ス
メ

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
わ
が
国
経
済
、
と

り
わ
け
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
そ
の
ダ
メ
ー
ジ

が
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
外
的
環
境
の

変
化
、
特
に
コ
ロ
ナ
禍
で
も
気
候
変
動
を
は
じ
め

目
指
す
具
体
的
な
手

段
と
し
て
、
20
年
3

月
に
「
新
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
行

動
計
画
」
が
発
表
さ

れ
た
。

　

同
行
動
計
画
に
基

づ
き
、
近
時
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２

再
生
資
源
使
用
量
等

の
情
報
開
示
を
前
提

と
し
た
製
品
政
策
が

展
開
さ
れ
る
見
込
み

と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
世
界
共
通
目
標

で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

パ
リ
協
定
の
達
成
に

も
か
な
い
、
そ
の
正

当
性
を
基
に
新
た
な

産
業
政
策
と
し
て
展

開
さ
れ
る
こ
と
は
、

と
し
た
地
球
環
境
の
劣
化
は
さ
ら
に
進
み
、
世
界

は
着
実
に
脱
炭
素
型
の
経
済
活
動
に
本
格
的
に
舵か
じ

を
切
り
だ
し
て
い
る
。

　

幾
重
に
も
厳
し
い
経
営
環
境
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
球
環
境
問
題
、
と
り

わ
け
気
候
変
動
へ
の
対
応
は
す
で
に
世
界
共
通
の

課
題
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も
ゴ
ー
ル
13
（
気
候

変
動
に
具
体
的
な
対
策
を
）
と
し
て
定
め
ら
れ
て

お
り
、
わ
が
国
で
も
「
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
」
が
な
さ
れ
る
な
ど
明
確
な
未

来
像
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
て
も
、「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
す
で

に
従
来
か
ら
、
省
エ
ネ
対
策
や
再
エ
ネ
導
入
の
検

討
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
、
前
述
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
の
進
展
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
ビ

図❶　「サステナブル経営」のための思考法

し
た
ま
ま
製
品
の
利
用
を
提
供
〉）、
④
製
品
寿
命

の
延
長
（
修
理
・
加
工
・
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
、
再

販
に
よ
る
製
品
寿
命
の
延
長
）、
⑤
回
収
と
リ
サ

イ
ク
ル
（
使
用
可
能
な
資
源
ま
た
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
廃
棄
物
ま
た
は
副
産
物
か
ら
回
収
）
が
あ
る
。

　

欧
州
で
は
、
19
年
12
月
に
発
出
さ
れ
た
「
欧
州

グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
計
画
」
に
基
づ
き
、
50
年
に

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
経
済
成
長
と
資
源
利

用
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
切
り
離
し
）
の
実
現
を

諸
外
国
に
と
っ
て
は
脅
威
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
が
、

今
後
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
あ
り
方
で
も
あ
る
。

　

以
上
の
2
つ
の
大
き
な
動
き
に
共
通
す
る
こ
と

と
し
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
巻
き
込
ん

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
変
革
が
起
こ
り
う
る
こ

と
と
、
Ｌ
Ｃ
Ａ
（L

ife C
ycle A

ssessm
ent

）
手

法
を
用
い
た
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
、
す
な
わ
ち
「
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン

ト
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
）」
が
情
報
公
開

持続可能性

長期思考
現 在

地球環境制約 豊かな暮らし
フォアキャスティング
（現在の延長線上の発展）

「課題解決のための行動計画
の策定と実践（共創）」

「Cradle to Cradle（ゆりかごからゆりかごま
で、サーキュラーな資源、エネルギー循環）」

マッチング思考マッチング思考マッチング思考

ライフサイクル思考ライフサイクル思考ライフサイクル思考 目標設定

心豊かな未来像

●●

●●

●●

バックキャスト思考バックキャスト思考バックキャスト思考
「制約（問題）を肯定して受け止め、
その制約の中で解を見つける手法」

地球環境制約

豊かな暮らし
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ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
化
の
観

点
か
ら
そ
の
実
現
に
向

け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ご

紹
介
し
た
い
。

　
「
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経

営
」（
図
❶
）、
す
な
わ

ち
ま
ず
は
自
社
の
「
未

来
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
、

例
え
ば
2
0
3
0
年
、

2
0
5
0
年
と
い
っ
た

具
合
に
描
い
て
み
て
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
？

　

そ
の
上
で
バ
ッ
ク
キ

ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
思
考

法
を
用
い
て
、
当
該
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の

今
日
的
な
課
題
と
そ
の

対
応
策
を
検
討
（
マ
ッ

チ
ン
グ
思
考
）
し
、
中

間
地
点
で
の
い
く
つ
か

の
目
標
を
優
先
順
位
と

と
も
に
掲
げ
、
一
つ
一

つ
実
現
し
て
い
く
。

　

地
球
へ
の
環
境
影
響

の
面
で
は
、
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
思
考
を
用
い
て
、

そ
の
影
響
の
根
源
を
見

い
だ
し
、
こ
れ
を
克
服

し
な
が
ら
事
業
に
取
り

組
む
。

図❷　ESG評価とサーキュラー型ビジネスイメージ

　

こ
れ
を
基
本
と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
に
お
け
る

評
価
軸
の
側
面
で
は
、
評
価
対
象
（
投
資
対
象
）

と
な
る
企
業
個
社
の
み
な
ら
ず
、
当
該
企
業
の
事

業
活
動
に
関
わ
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
、

図
❷
の
よ
う
に
多
様
な
側
面
か
ら
の
対
応
が
要
求

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
見
方
を
変
え
る
と
、
自
社
に

あ
て
は
め
た
場
合
に
、
長
期
的
経
営
リ
ス
ク
の
回

避
と
と
も
に
新
た
な
事
業
機
会
の
ヒ
ン
ト
に
も
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

ま
た
、
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
型
の
視
点

か
ら
見
て
も
、
従
来
、
見
え
な
か
っ
た
取
引
先
と

の
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
が
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

　

つ
ま
り
、
長
期
的
視
点
で
の
経
営
戦
略
は
、
自

社
の
み
で
な
く
、
他
社
と
の
積
極
的
な
対
話
に
よ

る
製
品
製
造
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
工
程
や
材
料

の
革
新
が
必
要
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
側
面
か

ら
は
、
そ
れ
ら
の
新
た
な
ト
ラ
イ
ア
ル
が
地
球
温

暖
化
の
観
点
を
考
慮
し
て
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か

を
社
会
に
説
明
す
る
た
め
に
は
、「
カ
ー
ボ
ン
フ

ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
Ｏ
２
）」

へ
の
対
応
が
有
効
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
日
々
の
厳

し
い
経
営
環
境
の
中
、
こ
の
よ
う
な
長
期
的
な
経

営
戦
略
は
、
な
か
な
か
対
応
が
難
し
い
と
の
意
見

も
聞
か
れ
る
が
、
将
来
世
代
に
良
好
な
バ
ト
ン
を

渡
す
た
め
に
も
「
グ
リ
ー
ン
リ
カ
バ
リ
ー
」
を
志

と
し
て
、
一
歩
先
を
行
く
経
営
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
期
待
し
た
い
。�

▪

投資家・金融（対話：エンゲージメント）

海外
資源

サーキュラー型ビジネス

デジタル化
トレーサビリティ

再利用
再生産

再生材
市場 生産

使用回収

設 計
（ブランド
オーナー）

クローズドリサイクル 
（自主回収、プラ循環法）

再生需要リサーチ

リース・レンタル 
（メンテナンス含む）

IoT活用（資産運転管理等）
長期利用の実現（PaaS/MaaS）
シェアリングサービスの活用

生産ロス（端材等）の削減
事業所内や端材・副産物の再利用
IoT等を活用（需要に応じた供給）

資源
産業

情報開示
カーボンフットプリント

経営評価（SCM）
長期的思考評価
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サステナブルデザイン 
（資源循環デザイン）

再生材の積極利用
長期使用
環境配慮型素材の使用

アップサイクル
プロダクト側の要求スペック
の把握

性状に応じた最適リサイクル
手法

扌
扌


